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第
２
号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

二
月
二
四
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

熊
谷
の
和
算
家
の
事
績
を
訪
ね
て（
一
） 

 

昨
年
（
平
成
二
五
年
）
十
月
末
の
好
天
の
一
日
、

野
口
泰
助
先
生
に
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
熊
谷
の

和
算
家
三
名
（
伊
藤
慎
平
・
明
野
栄
章
・
黒
沢
重
栄
）

の
お
墓
や
石
碑
を
訪
ね
ま
し
た
。
当
日
は
車
で
野
口

先
生
の
お
宅
に
伺
い
、
先
生
に
同
乗
し
て
頂
き
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

伊
藤
慎
平
（
一
八
〇
九
～
九
五
）
は
忍
藩
士
で
、

桑
名
七
代
藩
主
松
平
忠
尭
（
た
だ
た
か
）
が
文
政
六
年

に
忍
藩
に
移
封
に
な
っ
た
際
に
忍
に
来
て
い
ま
す
。

五
代
藩
主
忠
和
（
た
だ
と
も
）
が
至
誠
賛
化
流
を
学
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
忍
藩
の
数
学
は
伝
統
的
に
至
誠

賛
化
流
で
す
が
、
慎
平
は
平
井
尚
久
に
学
び
、
苦
学

力
行
し
て
算
術
を
修
め
、
算
術
師
範
を
勤
め
藩
よ
り

厚
く
用
い
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

  

慎
平
の
問
題
は
福
田
理
軒
の「
近
世
名
家
算
題
集
」

に
二
問
あ
り
、
ま
た
『
算
籍
便
覧
』（「
や
ま
ぶ
き
」

創
刊
号
で
紹
介
）
を
田
中
算
翁
と
と
も
に
著
し
て
い

ま
す
。
隠
退
後
は
熊
谷
市
の
肥
塚
に
住
み
ま
し
た
。 

墓
は
熊
谷
市
肥
塚
の
成
就
院（
少
し
離
れ
た
墓
地
）

に
あ
り
ま
し
た
。
正
面
に
は
「
慎
證
院
釋
家
興
平
等

居
士
」
と
あ
り
、
右
側
面
に
次
の
碑
文
が
あ
り
ま
す
。

（
末
尾
の
文
献
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
） 

 

君
諱
慎
平
幼
名
稱
六
之
助
元
桑
名
藩
士
伊
藤
時
敏

之
四
男
文
化
六
年
歳
」 

在
己
巳
八
月
生
于
伊
勢
國
桑
名
城
内
君
年
五
歳
喪

其
父
文
政
六
年
藩
主
」 

移
于
武
蔵
國
忍
城
與
長
兄
等
倶
従
之
當
時
家
計
粟

窶
無
充
学
資
者
君
艱
」 

難
立
志
有
少
暇
則
脩
学
専
研
究
算
術
徒
歩
往
来
于

江
戸
就
其
師
天
保
三
」 

年
分
家
獨
立
以
算
術
師
範
為
勘
定
方
試
補
藩
主
肇

賜
禄
米
累
進
至
勘
定
」 

組
頭
明
治
維
新
藩
政
釐
革
擢
任
権
大
属
又
補
埼
玉

縣
十
二
等
出
仕
明
年
」 

辞
職
而
後
退
隠
明
治
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日
年

八
十
有
七
而
歿
焉
君
夙
」 

勤
倹
貯
蓄
新
築
邸
宅
以
創
家
門
之
基
礎
其
功
績
可

謂
偉
且
大
也
刻
以
」 

垂
不
朽 

 

明
治
二
十
九
年
二
月
二
十
四
日 

 

孫
伊
藤
光
造
建
之
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
人
華
石
渡
辺
雄
書 

 

次
に
熊
谷
市
小
島
の
明
野
栄
章
（
一
八
三
五
～
一

九
〇
四
）の
石
碑
を
見
た
く
明
野
家
を
訪
ね
ま
し
た
。

先
生
が
訪
ね
た
の
は
昔
の
こ
と
で
、
状
況
が
大
分
変

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
明
野
家
を
探
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

栄
章
は
十
五
歳
で
代
島
久
兵
衛
に
数
学
を
学
び
、

そ
の
後
群
馬
の
剣
持
章
行
に
つ
い
て
学
び
、
明
治
三

年
剣
持
よ
り
見
題
・
隠
題
・
伏
題
の
三
巻
の
免
状
を

受
け
、
関
流
八
伝
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

石
碑
は
「
寿
蔵
碑
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
明
治
三

十
年
に
門
弟
た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
、
栄
章
は
六
十
三
歳
で
し
た
。
碑
文
は
明
確
に

読
め
、「
天
資
温
厚
幼
よ
り
数
学
を
好
む
」
と
あ
り
ま

す
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
裏
面
に
は
百
十
四

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

伊藤慎平の墓 
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名
の
門
人
等
の
名
が
あ
り
ま
す
。 

  
 
 

明
野
氏
寿
蔵
碑 

 

君
諱
栄
章
称
延
右
衛
門
以
天
保
六
年
生
武
州
大
里

郡
大
麻
生
」 

 

村
天
資
温
厚
幼
好
数
学
年
甫
十
五
入
於
同
郡
大
幡

村
関
派
七
」 

 

伝
代
島
久
兵
衛
之
門
居
者
十
余
年
孜
々
如
一
日
及

文
久
三
年
」 

 

師
易
簀
就
上
毛
吾
妻
郡
同
派
剣
持
要
七
研
究
廿
余

年
学
術
大
」 

 

進
遂
窮
其
蘊
奥
至
明
治
三
年
得
八
伝
之
伝
其
刻
苦

勉
励
可
想
」 

 

矣
曽
対
門
生
某
質
義
就
乎
日
月
躔
度
之
如
何
著
一

冊
子
講
述
」 

 

明
晰
大
啓
発
諸
生
之
蒙
於
是
乎
名
声
流
四
方
請
本

書
者
門
前
」 

 

接
踵
其
他
製
於
郡
内
田
圃
山
林
道
路
溝
洫
等
之
製

図
伝
鴻
益
」 

 

於
後
世
者
不
為
鮮
允
不
易
得
士
也
執
贄
者
前
後
二

百
有
余
人
」 

 

矣
配
本
村
田
中
氏
挙
男
四
女
二
長
子
甚
太
郎
嗣
焉

今
年
六
十
」 

 

三
於
世
无
妄
頃
者
門
弟
子
相
謀
醵
金
以
立
一
小
碑

欲
報
其
徳
」 

 

恩
盖
在
換
封
樹
之
営
於
溘
焉
之
日
而
明
野
氏
亦
所

望
也
乃
応
」 

 

乞
誌
其
顚
末
云
明
治
三
十
年
四
月
五
日 

 
 
 

正
六
位
勛
四
等
志
村
徳
行
撰
並
書
及
篆
額
印 

   

石
碑
を
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
後
、
運
良
く
現
当
主

の
方
に
剣
持
か
ら
受
け
た
免
状
や
、
栄
章
が
作
製
し

た
小
島
地
区
の
地
図
を
見
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
免
状
は
見
題
・
隠
題
・
伏
題
の
三
巻
で
、
日

付
は
三
巻
と
も
「
明
治
三
年
五
月
九
日
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
地
図
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
長
さ
二
間

に
余
る
大
き
な
小
島
地
区
の
地
図
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
「
埼
玉
縣
武
蔵
國
大
里
郡
小
嶋
村
全
図
」
と
し
て

田
畑
宅
地
等
一
筆
毎
に
地
番
、面
積
等
が
記
入
さ
れ
、

「
于
時
、
明
治
十
七
甲
申
秋
製
之 

関
流
宗
統
八
傅 

明
野
延
右
エ
門
栄
章
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
は
半
間
強
の
大
き
さ
で
「
埼
玉
縣
大
里
郡
大
麻

生
聯
合
部
内
及
大
麻
生
堰
組
合
全
図 

縮
尺
百
間
ヲ

以
テ
曲
尺
壱
寸
ト
ス
」
と
あ
り
、「
明
治
十
八
乙
酉
初

夏
製
之 

大
里
郡
小
嶋
村 

関
流
宗
統
算
学
士 

明

野
延
右
エ
門
」
と
あ
り
ま
し
た
。 

 

       

                    
 

免状三巻 

大麻生堰組合全図 

明野氏寿蔵碑 
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最
後
に
黒
沢
重
栄
（
一
八
〇
九
～
一
八
八
八
）
の

墓
（
熊
谷
市
久
下
の
医
王
寺
）
を
案
内
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

 

重
栄
は
忍
藩
に
勤
め
市
川
行
英
に
師
事
し
て
い
ま

す
。
天
保
七
年
行
英
の
著
し
た
「
合
類
算
法
」
は
黒

沢
重
栄
と
も
う
一
人
の
訂
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
保

八
年
久
下
の
東
竹
院
の
堤
防
決
壊
の
と
き
、
地
図
を

作
製
し
大
い
に
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

墓
は
大
き
な
石
碑
で
、
正
面
に
は
「
先
祖
」
と
上

段
に
横
書
し
、
そ
の
下
に
「
徳
翁
良
寿
居
士
」「
大
圓

妙
鏡
大
姉
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

裏
に
碑
文
が
あ
り
、
撮
影
し
た
も
の
で
読
み
ま
し

た
（
読
め
な
い
個
所
は
末
尾
の
文
献
を
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
）。 

 

翁
諱
重
榮
俗
称
良
八
大
里
郡
久
下
村
産
也
本
性
黒 

澤
父
曰
長
左
衛
門
金
祐
翁
其
二
男
也
以
文
化
六
年 

四
月
生
配
古
世
比
企
郡
古
里
村
安
藤
祭
八
之
女
翁 

為
人
篤
實
至
孝
励
精
勤
苦
助
乃
父
之
業
最
有
功
焉 

乃
父
賞
其
志
與
田
宅
為
支
家
實
天
保
九
戊
戌
年
也 

爾
来
奮
理
家
事
遂
克
成
創
業
之
蹟
以
答
乃
父
之
恩 

賜
亦
可
謂
勉
矣
翁
天
性
温
雅
而
長
于
数
学
関
氏
孝 

和
七
世
之
再
傳
受
業
於
市
川
某
氏
己
而
通
于
點
竄 

圓
理
起
源
術
等
後
著
合
類
算
法
是
以
乞
業
者
多
矣 

明
治
廿
一
年
一
月
十
二
日
病
卒
享
壽
七
十
有
七
法 

謚
曰
徳
翁
良
壽
居
士
葬
於
東
竹
院
先
塋
之
側
嗣
子 

黒
沢
荒
次
郎
記
翁
生
前
之
事
蹟
而
垂
不
朽
云
爾 

  
         

明
治
廿
二
年
一
月
十
二
日
建
焉 

 

こ
の
見
学
に
は
野
口
先
生
の
奥
様
に
お
弁
当
ま
で

用
意
し
て
頂
き
恐
縮
の
限
り
で
あ
り
ま
し
た
。
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 参
考
文
献 

「
北
武
の
算
家
落
穂
拾
い
」野
口
泰
助（『
埼
玉
史
談
』

12
巻
１
号
） 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

『
算
法
開
蘊
附
録
解
』 

『
算
法
開
蘊
附
録
解
』
は
剣
持
章
行
（
一
七
九
〇

～
一
八
七
一
）
自
筆
の
稿
本
で
す
。
五
十
九
丁
。
剣

持
の
『
算
法
開
蘊
』（
嘉
永
二
年(

一
八
四
九)

刊
行
）

の
附
録
に
は
十
五
名
の
算
者
に
よ
り
計
二
十
問
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
書
は
そ
の
二
十
問
の
解
法
が

具
体
的
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
十
五
名
の
出
題
者
は

下
総
八
名
、
武
州
三
名
、
上
総
二
名
、
常
陸
・
上
州

各
一
名
で
す
。
武
州
の
三
名
は
熊
谷
の
戸
根
木
格
斎

（
二
問
で
一
番
と
十
八
番
）、嵐
山
町
越
畑
の
船
戸
悟

兵
衛（
一
問
で
五
番
）、本
庄
市
宮
戸
の
金
井
稠
共（
一

問
で
八
番
）
で
す
。 

奥
付
に
「
右
之
條
々
依
懇
望
写
與
置
也
決
而
致
他

見
間
敷
候 

嘉
永
二 

酉
歳
十
月 

剣
持
要
七 

原
半
五
郎
殿
」
と
あ
り
、
原
半
五
郎
か
ら
の
要
望
に

よ
り
著
し
た
よ
う
で
す
。
原
半
五
郎
は
千
葉
県
銚
子

の
人
で
す
。 

算
法
開
蘊
の
附
録
の
問
題
は
、
変
形
し
た
台
形
や

楕
円
体
の
重
心
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
や
、

弧
背
上
を
回
転
す
る
軌
跡
の
問
題
な
ど
が
あ
り
結
構

難
問
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
戸
根
木
の
エ
ピ
（
外
）

サ
イ
ク
ロ
イ
ド
の
問
題
は
未
解
決
（
問
題
が
間
違
っ

て
い
る
？
）

で
あ
り
、
い

ず
れ
機
会
を

み
て
、
こ
の

『
算
法
開
蘊

附
録
解
』
の

解
法
を
調
べ

て
み

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。 

黒沢重栄の墓 

『算法開蘊附録解』 
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な
お
、『
算
法
開
蘊
附
録
詳
解
』（
自
筆
、
中
曽
根

慎
吾
蔵
）
と
い
う
の
が
あ
る
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

【
や
ぶ
に
ら
み
随
筆
】 

和
算
史
料
の
紛
失
？ 

か
つ
て
、
昭
和
三
十
二
年
代
、
Ａ
短
大
数
学
研
究

室
の
Ｂ
先
生
は
『
和
算
史
調
査
資
料
』
を
発
行
し
て

い
て
、
そ
の
第
一
号
（
昭
和
三
二
年
八
月
）
の
中
で
、

「
内
田
往
延
氏
蔵
書
寄
贈
目
録
」
な
る
も
の
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、「
昭
和
三
二
年
七
月
二

九
日
、
埼
玉
県
の
和
算
家
内
田
五
郎
往
延
氏
の
事
跡

を
調
査
し
た
際
に
、
往
延
氏
の
後
裔
根
岸
文
助
氏
よ

り
本
学
に
左
記
の
和
算
書
を
寄
贈
下
さ
る
。
紙
上
を

も
っ
て
謝
意
を
表
す
る
。」
と
い
う
も
の
で
、
計
二
十

五
冊
の
和
算
書
（
刊
本
、
写
本
）
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
（
注
）。
内
田
往
延
は
勿
論
、
嵐
山
町
の
「
内

田
祐
五
郎
往
延
」（
一
八
四
三
～
一
九
二
二
）
の
こ
と

で
す
。 

こ
れ
ら
は
貴
重
な
史
料
な
の
で
、
見
ら
れ
る
も
の

な
ら
見
た
い
と
思
い
、
当
該
大
学
の
図
書
館
に
問
い

合
わ
せ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
回
答
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
。 

 

「
お
問
い
合
わ
せ
の
件
、
確
認
致
し
ま
し
た
が
、

結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、閲
覧
が
不
可
能
で
す
。 

本
学
は
過
去
に
二
度
大
規
模
な
敷
地
移
転
と
学
舎

の
建
て
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
都
度
図
書
館
資

料
も
移
動
さ
せ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
、
件
の

和
算
関
係
資
料
を
含
む
一
部
の
資
料
が
所
在
不
明
に

な
っ
て
お
り
、
現
在
に
至
る
も
発
見
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
古
い
時
代
の
話
で
も
あ
り
、
当
時
の
事
情
を

知
る
職
員
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
確
認
の
し
よ
う
が

な
く
、
実
質
的
に
除
籍
図
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。 ご

期
待
を
裏
切
る
こ
と
に
な
り
誠
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
容
赦
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。」 

 

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
返
信
に
驚
き
ま
し
た
。
寄

贈
者
は「
大
学
」を
信
頼
し
て
寄
贈
し
た
と
思
う
し
、

大
学
側
は
学
問
探
究
の
立
場
か
ら
、
当
然
こ
の
よ
う

な
史
料
の
扱
い
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

Ａ
短
大
出
版
部
か
ら
は
沢
山
の
有
意
な
数
学
史
の

本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態

は
残
念
な
こ
と
こ
の
上
な
い
こ
と
で
す
。 

そ
の
後
、「
大
事
な
資
料
な
の
で
必
ず
ど
こ
か
に
存

在
す
る
と
思
い
ま
す
。
継
続
し
て
探
し
て
頂
き
た
い

と
願
う
も
の
で
す
。」
と
の
お
願
い
（
メ
ー
ル
）
を
し

ま
し
た
が
、
何
も
連
絡
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

若
者
の
人
口
が
減
少
し
、
今
後
大
学
は
「
冬
の
時

代
」
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
学
改
革
（
あ

る
い
は
淘
汰
・
縮
小
）
の
中
で
様
々
な
貴
重
な
資
料

を
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
注
）
寄
贈
書
の
中
に
、「
點
竄
術
二
個
」（
写
本
）
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
幸
い
こ
の
内
容
は
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
（
手
書
き
写
し
）。「
點
竄
術
二
個
」
は
内
田
往
延

が
東
松
山
市
の
岩
殿
観
音
へ
奉
納
し
た
算
額
の
類
題
を
、

比
企
郡
広
野
村
字
川
嶋
（
嵐
山
町
川
島
）
鬼
神
社
へ
奉
納

し
た
ら
し
い
算
額
の
解
答
控
書
と
い
わ
れ
る
も
の
。
こ
の

原
図
が
見
た
か
っ
た
！
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 
 

編
集
後
記 

 

「
や
ま
ぶ
き
」
２
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
熊
谷
の

和
算
家
の
事
績
は
、
昨
年
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
書

き
ま
し
た
。
野
口
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
月
八
日
大
雪
に
な
り
、
そ
れ
が
解
け
な
い
う
ち

の
一
五
日
に
ま
た
大
雪
に
な
り
ま
し
た
。
二
回
目
は

水
分
を
多
く
含
み
重
た
い
雪
で
し
た
。
生
涯
で
初
め

て
経
験
す
る
よ
う
な
大
雪
は
、
車
の
上
で
の
積
雪
は

六
十
㎝
を
越
え
て
い
ま
し
た
。
近
所
で
は
ガ
レ
ー
ジ

が
潰
れ
た
り
し
た
被
害
が
出
て
い
ま
す
が
、
深
刻
な

の
は
閉
ざ
さ
れ
た
山
間
地
帯
の
人
達
の
生
活
で
す
。

そ
れ
に
、
野
菜
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
被
害
で

す
。 昨

年
夏
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
集
中
豪
雨
で
被
害
が

出
ま
し
た
。
大
雪
や
集
中
豪
雨
な
ど
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
自
然
災
害
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の

は
単
な
る
偶
然
な
の
か
、
何
か
の
予
兆
な
の
か
。
自

然
が
何
か
に
怒
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
が
、
穏
や

か
な
世
界
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 


